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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月7日(2008.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所望のスペクトルパワー分布曲線に従って光を生成する方法であって、
　　複数の異なる光源（２１～２６、１２１～１２８）による光スペクトルを生成し、
　　前記複数の異なる光源（２１～２６、１２１～１２８）により生成された前記光スペ
クトルを、光学測定装置（２７、１２７）によって測定し、該光学測定装置（２７、１２
７）は、前記複数の異なる光源（２１～２６、１２１～１２８）によって生成された全光
スペクトル内における光を検出することが可能となっており、及び、
　　前記測定された光スペクトルをフィードバックとして使用して、前記所望のスペクト
ルパワー分布曲線に近似させるために、前記複数の異なる光源（２１～２６、１２１～１
２８）によって生成された該光スペクトルを変化させる
ことを含む、方法。
【請求項２】
　前記所望のスペクトルパワー分布曲線が、あるＣＩＥ標準光であることからなる、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　様々な波長領域におけるスペクトル応答を有する複数の光学センサ（５１～５７、６１
～６７）を、前記光学測定装置（２７、１２７）が備えることからなる、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　前記所望のスペクトルパワー分布曲線は、黒体曲線付近に存在する色温度による白色を
提供することからなる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　光源であって、
　　所望のスペクトルパワー分布曲線に従って光スペクトルを生成することが可能な複数
の異なる光源（２１～２６、１２１～１２８）と、
　　前記複数の異なる光源（２１～２６、１２１～１２８）によって生成された前記光ス
ペクトルを測定する光学測定装置（２７、１２７）と、
　　前記複数の異なる光源（２１～２６、１２１～１２８）に対するフィードバック制御
装置（１２、１１２）であって、測定された前記光スペクトルに関する前記光学測定装置
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（２７、１２７）からの情報を使用して、前記所望のスペクトルパワー分布曲線に近似さ
せるために、前記複数の異なる光源（２１～２６、１２１～１２８）によって生成される
光スペクトルを変化させる、フィードバック制御装置
とを備える、光源。
【請求項６】
　前記複数の異なる光源（２１～２６、１２１～１２８）が、赤色発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）（２１、１２１）、緑色ＬＥＤ（２２、１２２）、青色ＬＥＤ（２３、１２３）、琥
珀色ＬＥＤ（２４、１２４）、シアン色ＬＥＤ（２５、１２５）、及び濃赤色ＬＥＤ（２
６、１２６）を含む、請求項５に記載の光源。
【請求項７】
　前記複数の異なる光源（２１～２６、１２１～１２８）が、赤色発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）（２１、１２１）、緑色ＬＥＤ（２２、１２２）、青色ＬＥＤ（２３、１２３）、琥
珀色ＬＥＤ（２４、１２４）、シアン色ＬＥＤ（２５、１２５）、濃赤色ＬＥＤ（２６、
１２６）、紫外線発光体（１２８）、及び赤外線発光体（１２９）を含む、請求項５に記
載の光源。
【請求項８】
　前記光学測定装置（２７、１２７）が分光計である、請求項５に記載の光源。
【請求項９】
　様々な波長領域におけるスペクトル応答を有する複数の光学センサ（５１～５７、６１
～６７）を、前記光学測定装置（２７、１２７）が備える、請求項５に記載の光源。
【請求項１０】
　様々な波長領域におけるスペクトル応答を有する複数の光学センサ（５１～５７、６１
～６７）を、前記光学測定装置（２７、１２７）が備えており、
　前記光学センサ（５１～５７、６１～６７）の各々が、フィルタ（６１～６７）と光セ
ンサ（５１～５７）とを備えることからなる、請求項５に記載の光源。
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